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富田地区防災連絡協議会規約 
 

（名 称） 

第１条 この組織は、富田地区防災連絡協議会（以下「協議会」という。）という。 

 

（目 的） 

第２条 協議会は、地区住民の相互共同の精神に基づき、地区内の防災関係団体の活動を

効果的に運用することにより、自主防災体制の確立を図り、もって地震その他の災害

（以下「災害」という。）に強いまちづくりに資することを目的とする。 

 

（事 業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するために、次に掲げる事業を行う。 

（１） 地区防災体制の確立及び連携に関すること 

（２） 情報の収集伝達に関すること 

（３） 災害時における避難場所の運営に関すること 

（４） 要支援者支援に関すること 

（５） 防災訓練等の訓練計画の作成等に関すること 

（６） その他防災に関すること 

 

（組 織） 

第４条 協議会は、次の各号に掲げる委員で組織する。 

（１） 富田地区連合自治会 会長、副会長 

（２） 富田地区連合自主防災隊 隊長、副隊長 

（３） 四日市市消防団富田分団 分団長、副分団長 

（４） 富田地区社会福祉協議会 会長 

（５） 富田地区民生委員児童委員協議会 会長 

（６） 富田地区市民センター 地域マネージャー 

（７） その他、地区防災の知識を有する者 

（地区防災の知識を有する者は協議会の会長が指名する。） 

 

（会 長） 

第５条 協議会に会長を置く。 

２ 会長は富田地区連合自治会会長をもって充てる。 

３ 会長は本組織を主宰し、これを代表する。 

４ 会長に事故ある時は、あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代行する。 
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（会 議） 

第６条 協議会の会議は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 協議会の会議は、必要に応じ、会長が招集する。 

３ 会議は、次に掲げる事項について審議する。 

（１） 事業及び計画に関すること 

（２） その他必要な事項に関すること 

４ 協議会の会議に、必要に応じて有識者の出席を求め、意見を聞くことができる。 

５ 会議で決定した事項のうち、防災対策上会長が特に必要と認める事項について、地区

住民に周知を図るものとする。 

 

（幹事会） 

第７条 幹事会は、第４条（組織）の次の者によって構成する。 

（１） 富田地区連合自治会 会長、副会長 

（２） 富田地区連合自主防災隊 隊長、副隊長 

２ 幹事会は、次の事項を審議し実施する。 

（１） 富田地区連合自主防災隊隊長及び副隊長が事業計画に関する案を具体的に検

討する。（企画・立案） 

（２） その他幹事会が特に必要と認めた事項。 

 

（協議会の事務所） 

第８条 協議会の事務所は、富田地区市民センター内に置く。 

 

（富田地区防災計画） 

第９条 協議会は、災害の予防及び災害による被害の防止並びに軽減を図るため「富田地

区防災計画」を別に定める。 

 

 

附則  この規約は、平成１８年 ６月 ６日に作成 

平成１９年 ４月 １日から適用 

平成２３年 ４月 １日一部改正 

令和 ３年 ６月１４日一部改正 

 


